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20 原子炉再循環系のランバック機能について 

原子炉再循環系ポンプは，以下のインターロックにより作動するラ

ンバック機能を有している。 

①発電機出力 30％以上時の「主蒸気止め弁閉」又は「蒸気加減弁急

速閉」 

スクラム機能と共に原子炉出力を抑制するため，発電機出力

30％以上時における主蒸気止め弁閉又は蒸気加減弁急速閉信号に

より高速度運転から低速度運転へ移行する。 

②原子炉水位低（レベル３） 

原子炉水位異常低下（レベル２）による不要な非常用炉心冷却

系の自動起動を防止するため，原子炉水位低（レベル３）信号に

より高速度運転から低速度運転へ移行する。 

③給水流量低下かつ再循環流量許容値以下 

再循環ポンプ流量制御弁のキャビテーション防止のため，給水

流量低下（給水流量 20％以下）かつ再循環流量許容値以下（再循

環ポンプ流量制御弁 18％以下）時に高速度運転から低速度運転と

する。 
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第 1 図 原子炉再循環系のランバック機能の概略図 
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